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ては、全体の 816床を各 48床 17施設に分け 1フロアー















図 1．清福養老院外観 図 3．説明と案内をしていただいた謝主任






















































































































































































































































































































図 27．歩行補助杖（多点杖）図 26．ハンドリム・リクライニング 100～170°
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傾斜地でも安定した歩行が可能となる。日本製の接地部
は合成ゴムなので、摩耗しやすく、ゴムが劣化するたび
に交換が必要であるが、プラスチック樹脂製のため長持
ちするメリットがある。この杖も、全員で体験した結果
輸入することにした。これらの車いすと杖は、生活支援
技術の演習で活用している。
　必翔銀髪事業株式会社では、車いす、4輪電動車いす、
杖以外にも、負担の少ない座位姿勢を保持するためのク
ッションや全天候型のフロントガラス・屋根付き電動カ
ートも製造販売を手掛けている。いずれも利用者本人、
家族ら顧客の声を拾い上げて商品開発・改良につなげて
いる。ちなみに、全天候型の屋根付き電動カートは、日
本の法規制上、現時点では輸入販売はできない商品であ
る。
Ⅲ．最後に
　2016年の視察にくらべ、台北の都市部は我々の想像
以上に介護環境が整っていたことがわかった。また国の
公的機関が提供する高齢者健康予防や活動は活気があり、
既存の生活環境を変えずにより便利に自然に活動を取り
入れていることにも感銘を受けた。
　介護保険が無くても、民間企業の力や住民の力による
小さなアイデアから生まれるさまざまな活動は、住民の
意欲向上に役立っていることが感じ取れた。高齢化問題
や認知症問題は日本も台湾も環境の整備が期待されてい
る。本当にその国に適したサービスとは、どこかの真似
をするだけで達成できるというものではない。是非、日
本の学生にもこのような近隣諸国の取り組みや努力を見
てほしいと願う。これからも各国の情報や現状の把握を
行いながら、教育と地域に貢献できるよう、更なる働き
かけをしていきたい。
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【注】
1）台湾で利用される老化率であり，14歳以下の人口
に対する 65歳以上人口比率．数字が高いほどる高
齢化社会であると考える．
2）三高とは，高血圧，高血糖，高コレストロールを指
している．
図 28．脚先部（プラスチック樹脂製の接地部分）
図 29．座位保持クッション
図 30．屋根付き電動カート
